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取組状況等について
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名 称
日本語：2027年国際園芸博覧会
略 称：GREEN×EXPO 2027

位置付け
• 最上位の国際園芸博覧会（A1）

• 国際博覧会に関する条約に基づく認定博覧会

テーマ
幸せを創る明日の風景
～Scenery of the Future for Happiness～

基本事項
開催場所：神奈川県横浜市（旧上瀬谷通信施設の一部）
開催期間：2027年3月19日～9月26日（192日間）
参加者数：1,500万人（有料来場者数1,000万人以上）
開催者 ：公益社団法人2027年国際園芸博覧会協会

会場位置図

※ A1は、我が国では1990年の国際花と緑の博覧会（大阪市）

GREEN×EXPO 2027（２０２７年国際園芸博覧会） 概要

事業費
会場建設費：最大４１７億円
運 営 費： ３６０億円 1

【公式ロゴマーク】



（関西国際空港）

各局・民間企業等と連携した広報の取組

■空港、鉄道駅、ＳＡ・ＰＡでのポスター等掲示

（有楽町駅）

■広報協賛（相鉄グループ）

■特別仕様ナンバープレート

事業用登録自動車軽自動車（自家用）
自家用登録自動車
（寄付なし）

自家用登録自動車

令和７年７月14日交付開始
物流・自動車局長車、都市局長車に
ナンバープレートを取り付け

（ラッピングバス） （ラッピング電車）

■子ども霞が関見学デー

GREEN×EXPO 2027を盛り上げていく
参加型のアクションプログラム「ブ
ルーミングリング」を着用して記念撮
影（高橋副大臣）

GREEN×EXPO会場を空中さんぽ
するVR体験（株式会社パスコと
の連携）

（海老名ＳＡ）
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会場建設等の推進（令和８年度都市局関係予算要求概要）

GREEN×EXPO 2027に向けた取組

2027年国際園芸博覧会（正式略称:GREEN×EXPO 2027）は、SDGsの達成及びGXやグリーン社会の実現等に貢献する博
覧会として、これからの自然と人・社会との持続可能性を追求し、世界と共有する場を目指す。
そのため、関係閣僚会議で決定された基本方針等に基づき、 GREEN×EXPO協会が実施する会場建設に係る費用の一部補助、

日本国政府出展及び参加招請活動等の開催に向けた準備を着実に進める。

日本国政府出展（３１．５億円）

⃝国際博覧会に関する条約の規定に基づき、外国政府・国際機関
等に対する参加招請活動を実施する。

⃝博覧会国際事務局（BIE）総会等における博覧会の準備状況
等の報告及びBIE局員の実地調査等への対応を実施する。

⃝途上国に対して出展に係る支援を実施する。

⃝閣議了解（令和３年６月22日）に基づき、国・地方公共団体・
民間が会場建設費を負担する。

⃝GREEN×EXPO協会が実施する会場建設工事等に対する補助を
実施する。

会場建設の推進（２３．８億円）

参加招請活動等（３．１億円）

GREEN×EXPO 2027の概要
：旧上瀬谷通信施設の一部（約100ha）

（神奈川県横浜市旭区・瀬谷区）
開 催 場 所

：2027年3月19日～9月26日（192日間）開 催 期 間
：1,500万人（ICT活用等の多様な参加形態を含む）

（有料来場者数：1,000万人以上）
参 加 者 数

：最大417億円会 場 建 設 費
：360億円会 場 運 営 費
：幸せを創る明日の風景

～Scenery of the Future for Happiness～
テ ー マ

：GREEN×EXPO協会開 催 者
⃝我が国の造園技術・伝統文化等の国内外への発信に向け、日本国

政府出展を実施する。
⃝政府出展基本計画等を踏まえ、建築・展示工事及び管理運営・行

催事・広報を実施する。

BIE総会で国際条約に基づく博覧会として認定(R4.11.28)

横浜駅から
20㎞圏内

東京駅から
40㎞圏内

会場位置図

GREEN×EXPO 2027関連予算 総額５８．４億円

会場パース図

各局等においても、開幕までに予定している道路改良等の関連事業など、国際博覧会開催に向けて必要な
予算の確保をお願いします。


